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宇都宮税務署　副署長

渡 部　髙 久

こ

こ 着
任
の
ご
挨
拶

宇都宮税務署　署長

� 池　正 一

の
度
の
人
事
異
動
で
、
宇
都
宮
税

務
署
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
�

池
で
ご
ざ
い
ま
す
。
前
任
の
猪
瀬
署
長
同
様

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か

ら
法
人
会
活
動
を
通
じ
て
、
税
務
行
政
の
円

滑
な
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と

多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新

た
な
公
益
法
人
制
度
の
下
、
平
成
24
年
４
月

か
ら
公
益
社
団
法
人
と
し
て
、
そ
の
使
命
を

達
成
す
る
た
め
「
良
き
経
営
者
を
目
指
す
も

の
の
団
体
」
と
し
て
、
更
に
公
益
性
の
高
い

様
々
な
事
業
活
動
を
展
開
さ
れ
て
い
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
。

　
特
に
、
租
税
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
各

支
部
や
青
年
部
会
並
び
に
女
性
部
会
が
中
心

と
な
り
、
小
学
生
を
対
象
と
し
た
「
租
税
教

室
」
や
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
」
の
開
催
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、

法
人
会
活
動
の
大
き
な
柱
と
し
て
推
進
さ
れ

る
な
ど
、
税
務
行
政
に
多
大
な
貢
献
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
更
に
、
本
年
10
月
16
日
に
は
法
人
会
全
国

大
会
と
ち
ぎ
大
会
が
宇
都
宮
市
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
全
国
か
ら
参
集
す
る
多
く
の
会
員
を

迎
え
入
れ
、
大
会
が
円
滑
に
開
か
れ
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
さ
れ
る
た
め
の
準
備
を
、
滞
り
な

く
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
宇
都
宮
法
人
会
の
活
動
は
、
髙
橋

会
長
を
は
じ
め
、
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様

方
の
た
ゆ
ま
ぬ
ご
努
力
の
賜
物
で
あ
り
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
方
と

連
絡
・
協
調
を
図
り
な
が
ら
、
法
人
会
活
動

に
で
き
る
限
り
の
協
力
を
し
て
ま
い
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
最
近
の
税
務
行
政
を
取
り
巻

く
環
境
は
、「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
と
称
さ
れ

る
政
府
の
経
済
対
策
に
よ
り
明
る
い
兆
し
が

伺
え
、
内
閣
府
の
「
経
済
月
例
報
告
」
で
は

１
月
以
降
「
景
気
は
穏
や
か
に
回
復
し
て
い

る
」
と
の
基
調
判
断
を
示
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
税
制
に
お
い
て
は
、
賃
上
げ
を
促
す

た
め
復
興
特
別
法
人
税
を
前
倒
し
で
廃
止
し

た
ほ
か
、
所
得
拡
大
促
進
税
制
を
拡
充
し
て

お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
私
ど
も
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
環
境
の
変
化
に
的
確
に
対
応
し
な
が

ら
、
改
正
国
税
通
則
法
の
円
滑
な
執
行
に
配

意
し
つ
つ
、
よ
り
一
層
、
行
政
の
透
明
化
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
説
明
責
任
を
的
確
に

果
た
し
、
法
令
に
定
め
ら
れ
た
手
続
を
遵
守

し
て
、「
適
正
か
つ
公
平
な
課
税
の
実
現
」

と
「
期
限
内
納
税
の
確
保
」
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
国
民
の
皆
様
方
の
理
解
と
信
頼
が
得

ら
れ
る
よ
う
、
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
ま
た
、ｅ
–
Ｔａｘ 

な
ど
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用

し
た
利
便
性
の
高
い
申
告
・
納
付
手
段
の
充

実
等
、
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
も
努
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
引
き
続
き
改
正
消
費
税
法
等
の

円
滑
な
定
着
に
向
け
た
改
正
内
容
の
広
報
・

周
知
、
並
び
に
転
嫁
や
価
格
表
示
及
び
納
付

に
関
す
る
相
談
へ
の
適
切
か
つ
丁
寧
な
対
応

に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
る
こ
と
と
し
て
お
り

ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
税
務
行
政

を
取
り
巻
く
様
々
な
課
題
を
遂
行
し
て
い
く

た
め
に
は
、
私
ど
も
の
力
の
み
で
は
自
ず
と

限
り
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
点
、
積
極
的
に
公
益
事
業
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
い
る
宇
都
宮
法
人
会
の
活
動

は
、
私
ど
も
に
取
り
ま
し
て
誠
に
心
強
い
限

り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
と
も
税
務
行
政
に
、
な
お
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
重
ね
て
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
当
た
り
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
も

あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

体
調
管
理
に
は
十
分
に
ご
留
意
の
上
ご
活
躍

さ
れ
ま
す
と
と
も
に
、
宇
都
宮
法
人
会
の
ま

す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご

健
勝
並
び
に
事
業
の
ご
繁
栄
を
心
か
ら
祈
念

い
た
し
ま
し
て
、
着
任
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

の
度
の
異
動
に
よ
り
、
宇
都
宮
税

務
署
の
総
務
・
広
報
広
聴
・
管
理

運
営
・
徴
収
の
各
事
務
担
当
の
副
署
長
か
ら

担
当
変
更
と
な
り
ま
し
た
渡
部
髙
久
で
ご
ざ

い
ま
す
。
前
任
の
山
田
副
署
長
同
様
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
法
人
課
税
事
務
及
び
酒
税
事
務
を
担
当
い

た
し
ま
す
。

　
宇
都
宮
法
人
会
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
か

ら
税
務
行
政
全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解

と
多
大
な
ご
協
力
を
賜
っ
て
お
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
な
お
一
層
の
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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職

　
　
　名

前

　
　
　職

氏

　名

開催日 開催時間 開催場所 対象地域（者）

宇都宮税務署　新陣容

平成 26年分年末調整説明会が開催されます

※　年末調整関係用紙等の送付枚数は、一定枚数となっておりますので、不足がある場合は、説明会会場又は税務署窓口で
　　お受け取りください。

※　「年末調整のしかた」と「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」をご持参ください。

（お問い合わせ先）宇都宮税務署　電話　028（621）2151（代表：音声案内）

（法人会関係部門）

宇都宮税務署

宇都宮市宇都宮市文化会館
　宇都宮市明保野町 7-66

10：30～12：30
14：00～16：00

10：30～12：30
14：00～16：00

10：30～12：30
14：00～16：00

上三川いきいきプラザ
　上三川町大字上蒲生 127-1

宇都宮市河内総合福祉センター
　宇都宮市白沢町 385

上三川町

宇都宮市

11 月 11 日 （火）

11 月 12 日 （水）

11 月 14 日 （金）

関
東
信
越
研
修
所
長

宇
都
宮
税
務
署
副
署
長
（
法
酒
）

宇
都
宮
税
務
署
副
署
長
（
総
広
管
徴
）

川
越
税
務
署
総
務
課
長

局
総
務
部
税
務
相
談
室
主
任
相
談
官

朝
霞
税
務
署
副
署
長
（
総
個
資
）

前
橋
税
務
署
特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

川
口
税
務
署
総
務
課
長

留
任

所
沢
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門
連
絡
調
整
官

留
任

留
任

留
任

留
任

松
本
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官

春
日
部
税
務
署
法
人
課
税
第
二
部
門
統
括
国
税
調
査
官

留
任

長
岡
税
務
署
法
人
課
税
第
二
部
門
統
括
国
税
調
査
官

留
任

留
任

前
橋
税
務
署
法
人
課
税
第
三
部
門
上
席
国
税
調
査
官

局
調
査
査
察
部
資
料
情
報
課
査
察
機
動
専
門
官

留
任

行
田
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官

局
課
税
第
一
部
審
理
課
主
査

大
宮
税
務
署
特
別
調
査
情
報
官
上
席
国
税
調
査
官

署
長

副
署
長
（
総
広
管
徴
）

副
署
長
（
法
酒
）

副
署
長
（
個
資
）

特
別
国
税
調
査
官
（
総
合
調
査
）

特
別
国
税
調
査
官
（
開
発
調
査
）

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

総
務
課
長

税
務
広
報
広
聴
官

税
務
広
報
広
聴
官

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

特
別
国
税
調
査
官
（
法
人
）

特
別
国
税
調
査
官
（
源
泉
）

法
人
課
税
第
一
部
門
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
二
部
門
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
三
部
門
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
四
部
門
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
五
部
門
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
六
部
門
統
括
国
税
調
査
官

法
人
課
税
第
七
部
門
統
括
国
税
調
査
官

情
報
技
術
専
門
官
（
法
人
担
当
）

国
際
税
務
専
門
官
（
法
人
担
当
）

特
別
調
査
情
報
官

審
理
専
門
官
（
法
人
担
当
）

法
人
課
税
部
門
連
絡
調
整
官

�
池
　
正
一

山
田
　
博
光

渡
部
　
髙
久

篠
原
　
和
幸

守
田      

勇

塩
澤
　
秀
史

吉
野      

滋

渡
邊
　
雅
行

宮
川
恵
美
子

金
髙
　
康
晴

小
林     

豊

高
山
　
慶
一

小
川
　
政
雄

佐
藤
　
秀
夫

手
塚
　
公
彦

和
久
　
則
夫

野
口
　
裕
司

相
馬      

優

二
瓶
　
佳
穂

前
原
　
精
一

小
池      

孝

武
藤
　
賢
治

渡
邊
　
英
男

後
藤
　
春
美

里
見
　
康
輔

池
田
正
太
郎
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従
業
員
第
一
の
経
営
こ
そ

成
長
の
基
本

特 集

雇
用
問
題
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
／
長
嶋
俊
三

ながしま・しゅんぞう　1947 年生
まれ。明治大学卒。新聞記者、Ｔ
Ｖディレクターを経て、79 年より
㈶高年齢者雇用開発協会発行の月
刊誌『エルダー』の編集を創刊か
ら担当。2011 年６月、独立行政
法人高齢・障害者雇用支援機構
を退職。著書に『60歳からの仕事』
（清家篤慶應義塾大学教授と共
著、講談社刊）、『エージレス就業
社会』（共著、日本能率協会マネ
ジメントセンター刊）などがある。

長嶋俊三■筆者紹介

01
経営を支える
年功序列制

02
効率追求と
日本的経営は
矛盾しない

03
海外企業
にもある
従業員
第一主義

　
長
野
県
伊
那
市
に
独
自
の
経
営
理
念
で

「
人
を
幸
せ
に
す
る
会
社
」
と
し
て
知
ら
れ

る
寒
天
機
器
メ
ー
カ
ー
が
あ
る
。
伊
那
食
品

工
業
株
式
会
社
で
あ
る
。
終
身
雇
用
制
を
実

践
す
る
、
65
歳
ま
で
シ
ニ
ア
社
員
と
し
て
継

続
雇
用
を
行
い
、
そ
の
後
も
農
園
で
の
農
産

物
の
生
産
や
寒
天
製
造
の
工
程
で
の
廃
棄
物

の
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
事
で
い
つ
ま
で
も
働
く

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
会
社
の
主
な
制
度
を

あ
げ
れ
ば
、
年
功
序
列
制
、
人
員
整
理
は
し

な
い
、
人
件
費
を
コ
ス
ト
と
考
え
な
い
、
新

規
採
用
を
原
則
と
す
る
、
経
営
者
と
従
業
員

の
関
係
は
労
使
で
は
な
く
同
志
、
快
適
な
オ

フ
ィ
ス
、
工
場
、
と
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
経

営
を
支
え
て
い
る
の
は
人
事
管
理
制
度
の
コ

ン
セ
プ
ト
で
あ
る
年
功
序
列
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
従
業
員
の
モ
ラ
ー
ル
ア
ッ
プ
の
源
泉
で

も
あ
る
。「
社
員
の
気
持
ち
が
バ
ラ
バ
ラ
で

は
、
こ
れ
は
大
き
な
ロ
ス
に
つ
な
が
り
ま
す
。

効
率
を
追
求
す
る
手
段
と
し
て
の
機
械
化
、

省
エ
ネ
に
取
り
込
む
こ
と
も
重
要
で
す
が
、

も
っ
と
根
本
的
な
効
率
化
は
、
社
員
の
ヤ
ル

気
を
高
め
る
こ
と
で
す
。
機
械
は
ど
ん
な
に

頑
張
っ
て
も
カ
タ
ロ
グ
に
書
か
れ
た
能
力
し

か
期
待
で
き
ま
せ
ん
が
、
人
間
が
ヤ
ル
気
に

な
れ
ば
二
倍
三
倍
の
力
を
発
揮
し
て
く
れ
る

の
で
す
か
ら
、
そ
う
な
れ
ば
社
員
４
０
０
人

の
会
社
が
８
０
０
人
の
会
社
と
同
じ
に
な
る

わ
け
で
す
」
と
同
社
の
塚
越
寛
会
長
は
言
う

の
で
あ
る
。

　
高
齢
者
雇
用
を
推
進
す
る
に
あ
た
っ
て
、

ま
ず
行
わ
れ
た
の
が
高
齢
者
で
生
産
性
が
確

保
で
き
る
職
場
の
改
善
で
あ
る
。
高
齢
者
は

生
産
性
が
落
ち
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
を
払

し
ょ
く
す
る
た
め
だ
。
改
善
は
当
初
は
ハ
ー

ド
中
心
だ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
伊
那
食
品
工
業

の
よ
う
に
人
と
組
織
を
含
め
て
の
も
の
に
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
た
。
こ
の
改
善
の
下
地
と

な
っ
た
の
が
品
質
管
理
手
法
や
効
率
的
な
経

営
手
法
に
贈
ら
れ
る
デ
ミ
ン
グ
賞
で
あ
っ

た
。
戦
後
す
ぐ
に
来
日
し
た
Ｗ
・
Ｅ
・
デ
ミ

ン
グ
博
士
は
組
織
が
最
も
優
れ
た
製
品
を
生

産
す
る
に
は
、
企
業
内
の
全
社
員
の
完
全
な

協
力
が
必
要
と
さ
れ
、
経
営
方
針
は
、
経
営

者
の
見
解
で
は
な
く
、
顧
客
が
何
を
望
ん
で

い
る
か
を
出
発
点
と
考
え
る
べ
き
だ
と
説
い

た
。
ま
た
博
士
は
、
戦
後
の
復
興
期
に
誇
り

と
人
間
性
を
失
わ
な
い
日
本
人
の
能
力
に
最

大
限
の
敬
意
を
も
っ
て
接
し
て
い
た
よ
う

で
、
こ
う
し
た
こ
と
が
経
営
哲
学
の
中
に
芽

生
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
シ
ス
テ
ム

が
、
年
功
序
列
制
と
終
身
雇
用
制
で
あ
っ
た
。

　
年
功
序
列
、
終
身
雇
用
と
い
う
会
社
は
、

高
齢
者
雇
用
を
推
進
す
る
中
で
よ
く
み
ら
れ

る
が
、
微
細
な
樹
脂
製
歯
車
の
製
造
で
世
界

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
愛
知
県
の
樹
研
工
業

な
ど
も
従
業
員
第
一
の
発
想
で
あ
る
。
た
だ

こ
の
従
業
員
第
一
主
義
は
わ
が
国
の
専
売
で

は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
に
も
従
業
員
の
幸
せ
を

第
一
に
考
え
て
い
る
会
社
は
あ
る
。
テ
キ
サ

ス
州
の
三
都
市
を
結
ぶ
航
空
会
社
サ
ウ
ス

ウ
ェ
ス
ト
航
空
は
業
績
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

だ
が
、
そ
の
経
営
方
針
は
エ
ム
プ
ロ
イ
ー
ズ
・

カ
ム
・
フ
ァ
ー
ス
ト
で
あ
る
。
ス
タ
ー
バ
ッ

ク
ス
コ
ー
ヒ
ー
も
正
社
員
と
ア
ル
バ
イ
ト
の

壁
を
無
く
し
社
員
の
ヤ
ル
気
を
引
き
出
し
て

い
る
。
従
業
員
が
幸
せ
に
な
れ
ば
、
会
社
は

発
展
す
る
。
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おおつ・よしひろ
東京教育大学卒。
昭和 37 年読売新
聞社入社。社会部・
外報部・解説部記
者を経て、共同

PR社顧問。現在、PRコンサルタント。
慶応、玉川、相模女子大学非常勤
講師を歴任。「ブランドは広告でつく
れない」（翔泳社、共訳）など著訳
書多数。

大津彬裕■筆者紹介

ベ
ネ
ッ
セ
の
情
報
流
出

特 集

Ｐ
Ｒ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
／
　

大
津
彬
裕

﹇
子
ど
も
の
情
報
は
高
い
﹈

広告の申込・お問い合わせは

A４版

028-648-9466TEL 028-648-9468FAX

裏表紙

有料広告
４月、７月、
10月、１月 発行

掲載の
ご案内

年
４
回

公益社団法人 宇都宮法人会

■料金表

A４版 ●１段…………
●１段1/2段…

10,000 円
5,000 円

中　面

●1/2段………
●１段…………

30,000 円
20,000 円

　
通
信
教
育
大
手
の
ベ
ネ
ッ
セ
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
（
Ｈ
Ｄ
）
で
大
量
の
顧
客
情
報
が
流

出
し
た
事
件
は
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
の
典
型
的

な
落
と
し
穴
な
の
に
、
肝
心
の
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
の
持
ち
主
の
ベ
ネ
ッ
セ
の
情
報
管
理
体
制

の
脇
の
甘
さ
が
次
々
に
明
ら
か
に
な
り
、
関

係
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

　
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Ｄ
Ｂ
）
の
保
守
・

管
理
が
、
本
社
の
正
社
員
で
は
な
く
、
下
請

け
の
下
請
け
の
下
請
け
、
４
次
下
請
け
会
社

（
東
京
新
聞
）
と
い
う
べ
き
外
部
会
社
か
ら

の
派
遣
社
員
の
シ
ス
テ
ム
エ
ン
ジ
ニ
ア
（
Ｓ

Ｅ
）
に
ま
か
さ
れ
て
い
た
。

　
約
１
年
も
の
間
に
計
20
回
、
延
べ
２
億
件

以
上
の
顧
客
情
報
が
、
ベ
ネ
ッ
セ
か
ら
貸
与

さ
れ
た
こ
の
Ｓ
Ｅ
の
パ
ソ
コ
ン
に
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
さ
れ
、
ス
マ
ホ
に
移
さ
れ
て
記
録
媒

体
で
持
ち
出
さ
れ
、
名
簿
業
者
に
約
４
０
０

万
円
で
売
却
さ
れ
た
上
、
数
百
社
に
転
売
が

繰
り
返
さ
れ
て
い
た
と
い
う
の
に
、
ベ
ネ
ッ

セ
は
被
害
者
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
殺
到
す

る
ま
で
気
づ
か
ず
、
放
置
さ
れ
て
い
た
と
い

う
の
だ
。

　
こ
の
派
遣
Ｓ
Ｅ
は
、
通
信
販
売
デ
ー
タ
の

関
連
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
携
わ
る
リ
ー
ダ
的

な
存
在
で
常
駐
し
、
シ
ス
テ
ム
の
動
作
確
認

の
た
め
大
量
の
顧
客
情
報
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
権
限
が
与
え
ら
れ
て
い
た
。

　
子
ど
も
の
情
報
は
高
い
の
だ
と
い
う
。「
宝

の
山
」
と
さ
え
呼
ば
れ
る
。
子
ど
も
が
成
長

し
、
受
験
や
成
人
、
就
職
、
結
婚
と
、
10
年

以
上
何
度
も
使
え
る
う
え
、
子
ど
も
だ
け
で

な
く
、
保
護
者
の
情
報
が
分
か
る
も
の
も
あ

る
か
ら
だ
と
い
う
。

　
貸
与
さ
れ
た
パ
ソ
コ
ン
は
情
報
漏
れ
を
防

ぐ
た
め
、
記
録
媒
体
を
接
続
し
て
も
デ
ー
タ

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
な
い
設
定
に
は
な
っ

て
い
た
も
の
の
、
容
疑
者
の
ス
マ
ホ
は
新
機

種
だ
っ
た
の
で
、
持
ち
出
せ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
の
が
、
犯
行
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
。

　
関
東
の
大
手
の
中
に
は
、
１
億
以
上
の
個

人
情
報
を
持
っ
て
い
る
名
簿
業
者
も
あ
り
、

収
入
や
年
代
、
趣
味
な
ど
に
分
類
し
て
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
さ
れ
て
い
て
、
転
売
さ
れ
る
と

い
う
。

　
ベ
ネ
ッ
セ
は
事
の
重
大
性
を
見
誤
っ
て
い

た
よ
う
だ
。〝経
営
の
プ
ロ
〞
と
し
て
迎
え
ら

れ
て
い
た
原
田
泳
幸
会
長
兼
社
長
は
当
初
、

顧
客
へ
の
金
銭
的
な
補
償
に
応
ず
る
こ
と
を

か
た
く
な
に
拒
否
、
か
え
っ
て
流
出
し
た
情

報
を
転
売
の
末
端
で
購
入
し
、
ダ
イ
レ
ク
ト

メ
ー
ル
に
利
用
し
た
ジ
ャ
ス
ト
シ
ス
テ
ム
社

を
「
経
営
の
モ
ラ
ル
を
問
う
」
と
非
難
し
た

ほ
ど
だ
っ
た
。

　
２
０
０
億
円
を
原
資
と
す
る
補
償
に
応
じ

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、「
自
社
は
加
害
者

だ
」
と
認
め
た
の
は
、
容
疑
者
が
逮
捕
さ
れ

た
記
者
会
見
の
席
だ
っ
た
。

　
個
人
情
報
の
流
通
に
歯
止
め
を
か
け
、
転

売
を
繰
り
返
す
名
簿
業
者
を
取
り
締
ま
る
明

確
な
規
制
は
今
の
と
こ
ろ
無
い
。
転
売
先
が

「
ベ
ネ
ッ
セ
の
情
報
だ
と
知
ら
な
か
っ
た
」

と
言
え
ば
、
立
件
で
き
な
い
の
だ
と
い
う
。

個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
、
ど
う
す
る
か

見
守
る
必
要
が
あ
る
。
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今
の
政
治
に
は
心
が
欠
け
て
い
る

橋
本
五
郎
氏
「
ど
う
な
る
日
本
の
政
治
と
経
済
」

時　局
講演会

　
講
演
に
先
立
ち
髙
橋
文
吉
当
会
会
長
は
、

橋
本
氏
が
出
身
地
で
あ
る
秋
田
・
三
種
町
の

廃
校
に
な
る
母
校
に
２
万
冊
の
蔵
書
を
寄

贈
、
橋
本
文
庫
を
創
設
し
た
こ
と
に
触
れ
、

「
当
法
人
会
と
し
て
も
公
益
法
人
に
ふ
さ
わ

し
い
社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
挨
拶
。

　
続
い
て
講
演
に
立
っ
た
橋
本
五
郎
氏
は
ま

ず
、
発
足
し
た
ば
か
り
の
第
二
次
安
倍
改
造

内
閣
が
各
種
世
論
調
査
で
支
持
率
を
ア
ッ
プ

さ
せ
て
い
る
こ
と
を
取
り
上
げ
、
そ
の
要
因

と
し
て
女
性
閣
僚
を
多
数
起
用
し
た
こ
と
、

自
民
党
幹
事
長
に
リ
ベ
ラ
ル
派
と
み
ら
れ
て

い
る
谷
垣
禎
一
を
起
用
し
た
こ
と
で
保
守
色

を
薄
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
分
析
。
も
っ

と
も
、
支
持
率
は
バ
ブ
ル
の
よ
う
な
も
の
、

大
臣
の
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
や
失
言
が
飛
び
出
せ

ば
た
ち
ま
ち
支
持
率
は
下
落
す
る
と
も
。

　
安
倍
政
権
は
発
足
以
来
１
年
８
カ
月
も
の

間
、
大
臣
が
一
人
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
こ

れ
は
戦
後
初
め
て
の
こ
と
。
し
か
も
ず
っ
と

支
持
が
不
支
持
を
上
回
っ
て
お
り
、
歴
代
内

閣
の
中
で
も
極
め
て
異
例
だ
と
い
う
。
こ
の

間
に
、
消
費
増
税
の
実
施
、
特
定
機
密
保
護

法
の
制
定
、
集
団

的
自
衛
権
の
解
釈

見
直
し
な
ど
、
国

論
を
二
分
す
る
よ

う
な
政
策
も
断
行

し
て
い
る
。

　
こ
れ
に
つ
い
て

橋
本
氏
は
、

の
３
点
を
高
支
持

率
の
要
因
と
し
、

「
安
倍
首
相
は
よ
く
や
っ
て
い
る
」
と
そ
の

政
治
姿
勢
を
評
価
し
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
悪
化
す
る
一
方
の
日
韓
関

係
に
つ
い
て
は
、
中
曽
根
康
弘
元
首
相
が
総

理
に
就
任
早
々
、
韓
国
を
電
撃
訪
問
、
当
時

の
全
斗
煥
大
統
領
と
会
談
し
た
例
を
挙
げ
、

「
当
時
の
日
韓
関
係
は
今
以
上
に
険
悪
な
雰

囲
気
だ
っ
た
。
そ
れ
が
訪
韓
に
よ
っ
て
ム
ー

ド
が
一
変
し
た
。
安
倍
首
相
も
こ
う
し
た
や

り
方
を
見
習
う
べ
き
だ
」
と
忠
告
し
た
。

　
安
倍
内
閣
に
対
す
る
最
大
の
不
満
は
、
地

方
に
対
す
る
思
い
や
り
に
欠
け
て
い
る
点
だ

と
い
う
。
橋
本
氏
は
言
う
。「
東
京
で
は
冬

で
も
ふ
と
ん
を
干
す
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す

ね
。
だ
か
ら
夜
は
温
か
い
ふ
と
ん
で
寝
ら
れ

る
。
で
も
、
私
の
故
郷
で
あ
る
秋
田
で
は
、

一
日
中
、
お
年
寄
り
が
雪
か
き
に
追
わ
れ
て

い
て
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
そ
う
い
う

所
に
住
ん
で
い
る
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い
、

と
言
っ
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が
、
そ
う

し
た
光
の
当
た
ら
な
い
と
こ
ろ
に
光
を
当
て

る
の
が
政
治
で
は
な
い
か
。
今
の
政
治
家
に

は
心
が
欠
け
て
い
る
」
と
。

　
こ
の
後
、
橋
本
氏
の
話
は
過
疎
化
が
進
む

生
ま
れ
故
郷
・
秋
田
の
話
か
ら
橋
本
五
郎
図

書
館
設
立
の
経
緯
、
そ
し
て
両
親
の
思
い
出

に
及
ん
だ
。
経
済
的
に
苦
し
い
中
で
子
ど
も

６
人
に
最
高
教
育
を
受
け
さ
せ
て
く
れ
た
こ

と
へ
の
感
謝
、
誰
よ
り
も
最
後
に
寝
て
最
初

に
起
き
、
朝
５
時
半
に
は
７
人
の
弁
当
を
用

意
し
て
く
れ
た
母
親
。
そ
の
母
親
か
ら
は
、

①
何
事
に
も
手
を
抜
く
な
。
常
に
全
力
で
事

に
当
た
れ
②
傲
慢
に
な
る
な
。
常
に
謙
虚
で

あ
れ
③
人
を
嫌
い
に
な
る
な
。
自
分
よ
り
優

れ
て
い
る
点
が
な
い
か
見
よ
|
の
３
つ
の
教

え
を
受
け
た
こ
と
な
ど…

…

。

　
最
後
に
、
橋
本
氏
は
母
親
の
顔
を
思
い
浮

か
べ
る
か
の
よ
う
に
「
政
治
の
信
頼
を
取
り

戻
す
に
は
、
政
治
家
に
滅
私
奉
公
の
精
神
が

必
要
だ
」
と
語
り
、「
政
治
に
大
切
な
の
は

心
で
あ
る
」
と
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。

講師の橋本五郎氏

講演会会場風景

　
当
会
主
催
（
関
東
信
越
税
理
士
会
宇
都
宮
支
部
後
援
）
の
時
局
講
演
会
が
９
月
８
日
㈪
、
午
後

６
時
か
ら
「
ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮
」
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
講
師
は
、読
売
新
聞
特
別
編
集
委
員
で
、

テ
レ
ビ
や
新
聞
等
多
方
面
で
活
躍
中
の
橋
本
五
郎
氏
。
約
2
3
0
名
の
聴
衆
を
前
に
橋
本
氏
は「
ど

う
な
る
日
本
の
政
治
と
経
済
」
と
題
し
、
政
界
の
裏
話
な
ど
を
交
え
な
が
ら
日
本
の
政
治
を
分
か

り
や
す
く
解
説
。
安
倍
晋
三
内
閣
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
地
方
に
対
す
る
思
い
や
り
に
欠
け
る
と

し
、
生
ま
れ
故
郷
や
両
親
の
話
を
交
え
な
が
ら
「
政
治
に
は
心
が
大
切
」
と
訴
え
、
そ
の
人
間
愛

あ
ふ
れ
る
講
演
は
多
く
の
聴
衆
の
感
動
を
誘
っ
て
い
た
。

①
断
固
と
し
て
や

　
っ
て
い
る

②
丁
寧
に
や
っ
て

　
い
る

③
十
分
に
準
備
し

　
て
や
っ
て
い
る
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所属支部 法人名 代表者 住　　所 業　　種
細谷戸祭支部
御幸平出支部
西原花房支部
雀 宮 支 部

上三川支部

宇都宮市宝木町２丁目２５５４
宇都宮市平出工業団地７－８
宇都宮市新町２丁目１－８
宇都宮市インターパーク２丁目１２－３
宇都宮市みどり野町３８－１３
上三川町しらさぎ２丁目２５－２３
上三川町しらさぎ２丁目２５－２３

輸送機部品製造業
研磨布紙製造業
建設業
生損保、保険代理店
一般クリーニング業
人材派遣業
人材派遣業

㈲成田製作所
戸田研磨工業㈱
㈱ビックアートプロジェクト
㈲幸ライフステーション
㈲サンドライ
㈱ TAKUMI
㈱プルーフ

成　田　貞　重
戸　田　丈　之
神　長　茂　男
小　野　幸　子
高　橋　典　弘
苫米地　良　平
苫米地　良　平

　
上
河
内
支
部
で
は
、
平
成
26
年

９
月
６
日
㈯
ロ
イ
ヤ
ル
カ
ン
ト

リ
ー
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、
平
成
26

年
度
社
会
貢
献
事
業
『
軽
音
楽
の

夕
べ
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
事
業
は
、〝地
域
内
の
賑
わ
い

創
出
〞
と
〝地
域
住
民
の
連
帯
感

の
強
化
〞
を
目
的
に
平
成
23
年
度

よ
り
開
催
し
、
今
回
で
４
回
目
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
に

は
、お
い
し
い
お
料
理
に
併
せ
『
軽

音
楽
バ
ン
ド
フ
レ
ン
ズ
』
に
よ
る
、

世
代
を
超
え
愛
さ
れ
る
名
曲
の

数
々
の
生
演
奏
と
生
歌
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ラ
ス
ト
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
出
演

者
と
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
す
べ

て
の
来
場
者
が
一
体
と
な
り
、
歌

い
踊
り
、
最
高
の
盛
り
上
が
り
を

見
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
の
合
間
に
は

地
元
企
業
の
豪
華
景
品
が
当
た
る

お
楽
し
み
抽
選
会
も
実
施
し
、
こ

ち
ら
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
楽
し

い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
来
場
者
に
対
し
て
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
非
常
に
良
い
企

画
で
あ
っ
た
」「
次
回
ま
た
参
加
し

た
い
」
等
の
声
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
地
域
住
民
の
連
帯
感
の
希
薄
化

な
ど
、
地
域
社
会
で
は
様
々
な
課

題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し

た
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
地
域
の

方
々
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

誰
も
が
安
心
し
て
明
る
く
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く

こ
と
が
、
公
益
社
団
法
人
と
し
て

の
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
い
て
も
、
私
た
ち
の

活
動
が
地
域
づ
く
り
の
一
助
と
な

る
よ
う
、
積
極
的
に
各
種
事
業
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

新 会 員 紹 介
（平成26年６月～平成26年８月入会）
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平
成
26
年
度
社
会
貢
献
事
業

『
軽
音
楽
の
夕
べ
』
上河内
支部
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□住所：宇都宮市雀の宮６丁目3-15
□ＴＥＬ：０２８‐６５３‐００７９　□事業種：飲食業

　雀の宮で鮮魚店から始まり、60年余り、地元のお客様のご愛
顧を賜りまして今日まで営業してまいりました。
　現在は法事や大小宴会を専門に営業しており、お客様のご予
算に応じて、その時仕入れた旬の食材で料理をご提供させてい
ただいております。今後もお客様に安心・安全な食材を提供
し、また、楽しくリラックスできる時間を過ごしていただける
よう努めてまいりますので、ぜひご予約のうえ、お気軽にお越
しください。

魚　秀
代表者／福　田　　洋

□住所：宇都宮市鶴田町189番地4　□ＴＥＬ：０２８‐６４８‐３６３４
□ＦＡＸ：０２８‐６４８‐３５２７　□URL：http://www.joyokogyo.com/
□事業種：建設サービス業、製造サービス業、環境サービス業

　当社は、創業以来、地域社会と共に歩み、技術と信頼を基礎
に、豊かな生活空間を提供できるよう推進してまいりました。こ
れからは、時代が激動・変革の波に突入していることを的確に認
識し、地場企業として与えられた社会的責任（CSR）を確実に果
たすべく、継続的な努力を続けていかなくてはなりません。
　新たに太陽光発電事業にも取り組み、石井、インターパーク、
鶴田で発電所を稼働し始めました。今後とも、より一層のご指導
を賜りますようお願い申し上げます。

上陽工業株式会社
代表者／上　野　勝　弘

□住所：宇都宮市南一の沢町1-28 キョウセイマンション2F
□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐６３６３　□ＦＡＸ：０２８‐６３３‐０３０３
□事業種：総合建設業

☆★☆人・街・環境・暮らしの創造☆★☆
　地元の皆様に支えられて宇都宮市で創業し40年を迎えること
ができました。豊かさの基準が「モノ」から「ココロ」に移行
している今、あなたはどんな幸せを求めていますか？家族が集
う「家」。人々が行き交う「街」。そこには笑顔と会話があふ
れ、いつも喜びに満ちてほしいと私たちキョウセイは願ってい
ます。
　私たちは、熟練した職人技と時代の先端をゆくテクノロジー
を駆使して、「人」・「街」・「環境」の新たな関係を提案し
続けていきます。

キョウセイ株式会社
代表者／荒　井　規　雄

□住所：宇都宮市東宿郷２丁目３番１号
□ＴＥＬ：０２８‐６３３‐０１２３　□ＦＡＸ：０２８‐６３３‐０１２２
□URL：http://www.sunshine-grp.co.jp/　□事業種：ホテル業

　当社は、1980年（昭和55年）６月に開業。1991年（平成３
年）に新館を増築し、234室の客室を備えた市内最大級のビジ
ネスホテルです。当ホテルのモットーは「より良いサービスの
創造」であり、勤倹、誠実、謙譲を礎として「お客様第一」を
貫いております。
　ビジネスの拠点として、お客様のニーズに応えられるよう、
宿泊施設の他に、会議室、宴会場、和洋レストラン、駐車場を
備えています。落ち着いたシックなインテリア、くつろぎの空
間の中で心あたたまるおもてなし、洗練されたお料理とサービ
スを十分にお楽しみください。

株式会社サンシャイン（ホテルサンシャイン）
代表者／上　野　泰　男

企 業 紹 介
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〈本社〉　□住所：宇都宮市今宮4-8-2
□ＴＥＬ：０５０‐１２６９‐２００４　□ＦＡＸ：０２８‐６４５‐６５３０

いつも安心、今が快適の家
住宅兼リフォーム事業

建築工房AEON（イオン）株式会社
取締役／和　久　建　一

□住所：宇都宮市江曽島町1078-6　□ＴＥＬ：０２８‐６５８‐４１１１
□ＦＡＸ：０２８‐６４５‐５０１７　□URL：http://www.hayabusa-koutsu.co.jp/
□事業種：一般貸切旅客自動車運送業

〈行くたびに笑顔の人へ〉
　創業以来、無事故無違反で安全に運行いたしております。車
内でも快適にお過ごしいただけるよう、プライスレスのサービ
スを提供できますよう、またお客様のご要望にできるだけお応
えできるよう、スタッフ一同努力いたしております。
　また、震災時には被災者の方々へ炊き出しをしたり、様々な
チャリティー活動に参加したりと、地域に貢献できる企業を目
指しております。
　ご旅行や送迎など、お気軽にご相談ください。

はやぶさ交通株式会社
代表者／塙　　尚　恵

□住所：宇都宮市中央1-5-9
□ＴＥＬ：０２８‐６３５‐５０２０　□ＦＡＸ：０２８‐６３５‐５０２０
□事業種：画廊

　ギャラリーはなみちは、地方では珍しい版画専門の画廊で
す。現在活躍中の現役の作家の作品を取り扱っております。版
画は複数制があるので、価格も割安で手に入れやすいアートで
す。花などの静物や風景など、季節ごとに掛け替えて楽しめる
のも魅力です。新築、開業、入学、結婚、就職などのお祝いと
しての贈答の他、お部屋のインテリアとしても楽しんでいただ
けます。ご予算に応じた作品がきっとありますので、是非あな
たの目でお探しください。

ギャラリーはなみち
代表者／小　室　明　男

□住所：宇都宮市岩曽町1377-82　□ＴＥＬ：０２８‐６６２‐０８１２
□ＦＡＸ：０２８‐６６２‐０８１３　□URL：http://www.takayashoji.co.jp/
□事業種：ユニフォーム・作業服等の小売・卸売業

　弊社は昭和52年に設立以来、作業服や事務服、病院白衣、ホ
テルレストラン、警備、イベントウェア、官公庁など主として
法人ユニフォームを栃木県内全域に販売させていただいており
ます。最近は刺繍やプリントなど付加価値をもたらす二次加工
にも力を注いでいます。『お客様の喜びが私たちの喜びです』
を合言葉に栃木県内一円をカバーして地域に根差したサービス
を心がけ、みなさまに喜んでいただける良きパートナーとして
歩んでまいりたいと思います。最新カタログ多数取り揃え、サ
ンプルもご覧いただけます。何なりとご相談ください。

株式会社タカヤ商事 
代表者／高　田　普　一

企 業 紹 介

はやぶさ交通 検索

〈宇都宮陽南営業所〉　□住所：宇都宮市宮本町18-10
□ＴＥＬ：０２８‐６８４‐１１２０　 □ＦＡＸ：０２８‐６８４‐１１２１

□URL：http://www.kenkou-aeon.com/
□事業種：OB客、一般住宅、マンションリフォーム業、新築、
　　　　　増改築



11月 11日から17日は「税を考える週間」です。

税の百人一首の募集要項

～税務署からのお知らせ～

国税庁では、毎年11月11日から17日までの期間を「税を考える週間」として、
様々な情報を提供したり、納税者の方からの税務行政に対するご意見やご要望をお
聴きする機会を設けています。
　今年も、「税の役割と税務署の仕事」をテーマとして、税の役割や適正・公平な
課税と徴収の実現に向けた国税庁の様々な取組やICT化、国際化に対する諸施策に
ついて国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）などにより紹介します。
　是非この機会に、税について考えてみてはいかがでしょうか。

応募資格
課 題
応募点数
応募方法
応募期間
主 催
後 援

応 募 先

表 彰

そ の 他

宇都宮市、上三川町に居住する人。
『税に関するもの』
制限はなし。
応募用紙を使用する。短歌（31 文字〈例〉五・七・五・七・七）の形式とする。
平成 26 年 10 月３日～11 月５日

「税の百人一首」実行委員会
宇都宮税務行政協力会　宇都宮税務署管内租税教育推進協議会
宇都宮税務署管内国税モニター会
〒320-0857 宇都宮市鶴田 2-21-14

（公社）宇都宮法人会内「税の百人一首」実行委員会事務局
作品を審査し、優秀作品には次の賞を贈呈する。
最優秀賞…1 編　　優秀賞…３編以内　　佳作…10 編以内
応募作品は返却しない。作品は必ず自作のものとし、未発表作品に限る。
盗作、類似作品、二重投稿は入賞を取り消す。優秀作品は、作者の氏名等と
ともに各種の広報紙等に掲載し、税の PR に活用する。

1.
2.
3.
4.
5.
6.
　
　
7.
　
8.
　
9.

税務署
だより

ポイント！ポイント！

個人での事業・不動産・山林所得を有する方へ

平成26年１月から、記帳・帳簿等の保存が必要になりました。
　なお、所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となり
ます。
　記帳する内容は、取引の年月日、売上先・仕入先その他相手方の名称、金額、
日々の売上・仕入・経費の金額などです。
　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け
取った請求書・領収書などの書類を保存する必要があります。
　詳しくは、国税庁ホームページ（http://www.nta.go.jp）をご覧になるか、
税務署にお尋ねください。

ポイント！ポイント！

MIYABITO �



改
正  

小
規
模
宅
地
等
の
特
例

■国税庁「相続税及び贈与税の税制改正のあらまし（平成27年1月1日施行）」より

用　　　　　途

居　　住　　用

事　　業　　用

同族会社事業用

貸 付 事 業 用

～平成26年

240㎡

400㎡

400㎡

200㎡

～平成27年

330㎡

400㎡

400㎡

200㎡

評価減

▲  80％

▲  80％

▲  80％

▲  80％

　
平
成
27
年
以
降
の
相
続
税
に
関
し
て
、
拡

充
さ
れ
る
特
例
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
ご
紹

介
す
る
「
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
」
は
、
居

住
用
・
事
業
用
・
貸
付
用
の
土
地
を
所
有
さ

れ
る
方
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
り
、
節
税
効

果
が
大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。

　
し
か
し
「
特
例
」
と
は
、
申
告
す
る
事
に

よ
っ
て
は
じ
め
て
適
用
を
受
け
る
も
の
が
ほ

と
ん
ど
で
す
。

　
効
果
的
な
「
特
例
」
活
用
を
す
る
た
め
に
、

今
回
改
正
さ
れ
拡
充
さ
れ
た
「
小
規
模
宅
地

等
の
特
例
」
を
確
認
し
て
頂
き
た
い
で
す
。

⑴
４
つ
の
用
途
と
評
価
減

　
こ
の
特
例
は
、４
つ
の
用
途
（
①
居
住
用
、

②
事
業
用
、③
同
族
会
社
事
業
用
、④
貸
付
事

業
用
）
の
土
地
に
対
し
て
、
節
税
効
果
の
あ

る
も
の
で
す
。

　
例
え
ば
評
価
額
1
0
0
0
万
円
の
土
地
の

評
価
を
80
％
減
少
さ
せ
る
場
合
は
、
相
続
税

の
計
算
上
は
2
0
0
万
円
と
し
て
計
算
で
き

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
こ
れ
ら
特
例
を
受
け
る
た
め
に
は
様
々
な

要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
そ
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

①
居
住
用

　（
居
住
の
た
め
の
建
物
の
敷
地
）

②
事
業
用

　（
事
業
の
用
に
供
す
る
敷
地
）

③
同
族
会
社
事
業
用

　（
経
営
権
を
持
つ
会
社
の
建
物
の
敷
地
）　

④
貸
付
事
業
用

　（
不
動
産
貸
付
事
業
の
た
め
の
敷
地
）

⑵
相
続
税
申
告
と
特
例
の
適
用
に
向
け
て

　
被
相
続
人
が
亡
く
な
ら
れ
ま
す
と
、
ま
ず

４
カ
月
以
内
に
準
確
定
申
告
を
行
い
ま
す
。

こ
れ
は
亡
く
な
ら
れ
た
方
の
所
得
税
を
申
告

す
る
も
の
で
す
。

　
次
に
10
ヶ
月
以
内
に
、
相
続
税
の
申
告
を

行
い
ま
す
。
申
告
義
務
は
相
続
税
が
発
生
す

る
人
に
限
ら
れ
ま
す
が
、
様
々
な
特
例
を
適

用
し
た
結
果
、
相
続
税
が
無
く
な
っ
た
方
は

申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　「
小
規
模
宅
地
等
の
特
例
」
も
、
申
告
期

限
内
に
申
告
す
る
事
を
条
件
と
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⑶
特
例
が
受
け
ら
れ
な
い
場
合

　
前
述
の
通
り
、
申
告
期
限
内
に
申
告
し
な

か
っ
た
場
合
、
こ
の
特
例
を
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。
そ
れ
以
外
に
も
、
以
下
の
２
つ
の
場
合

は
特
例
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

①「
相
続
時
精
算
課
税
」
を
選
択
し
て
い
る

②「
相
続
開
始
前
３
年
以
内
の
贈
与
」
に

　
よ
っ
て
土
地
を
取
得
し
て
い
る

⑷
適
用
期
間

　
こ
の
特
例
の
改
正
は
平
成
27
年
１
月
１
日

以
後
に
発
生
す
る
相
続
に
つ
い
て
適
用
さ
れ

ま
す
。

　
こ
の
特
例
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な

変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年

ま
で
は
１
つ

の
用
途
で
特

例
を
受
け
る

と
、
他
の
上

限
面
積
が
減

少
し
て
し
ま

い
ま
し
た
（
１

つ
の
用
途
で

上
限
面
積
ま

で
特
例
を
受

け
る
と
、
他

の
用
途
で
は

特
例
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん

で
し
た
）。

　
し
か
し
平

成
27
年
か
ら

「
居
住
用
」
特

例
は
、
他
の
上
限
面
積
を
減
少
せ
ず
に
併
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
（
貸
付
事
業
用

は
除
く
）。

　
以
上
が
制
度
の
概
要
で
す
。
特
例
の
適
用

を
検
討
す
る
際
に
は
、
居
住
の
実
態
や
同
族

会
社
の
役
員
な
ど
事
前
の
対
策
が
必
要
な
も

の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
税
務
署
又
は
お
近
く
の
税
理
士
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　（
文
責
　
関
東
信
越
税
理
士
会

宇
都
宮
支
部
　
大
根
田
良
二
）

コーナー

税 理
士 会
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青年
部会

関信局連青年部会合同セミナー

　
９
月
２
日
㈫
に
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
イ
タ
ヤ

に
て
本
部
・
支
部
役
員
並
び
に
女
性
部
会
・

青
年
部
会
合
同
懇
談
会
が
三
部
構
成
に
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
は
宇
都
宮
税
務
署
�
池
正
一
署

長
よ
り
「
税
務
行
政
の
現
状
に
つ
い
て
」

の
テ
ー
マ
で
講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
国
の
財
政
状
況
や
税
収
の
状
況
な
ど
に

つ
い
て
、
各
種
デ
ー
タ
に
基
づ
き
わ
か
り

や
す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
、
理
解
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
は
本
年
10
月
16
日
㈭
に
開
催
さ

れ
る
、
第
31
回
法
人
会
全
国
大
会
と
ち
ぎ

大
会
決
起
大
会
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
城
大
会
実
行
委
員
長
か
ら
大
会
概
要
と

準
備
状
況
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
開
催

地
法
人
会
と
し
て
役
員
各
位
へ
協
力
の
お

願
い
が
あ
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
青
木
実
行
副
委
員
長
か
ら
全

国
大
会
盛
会
に
向
け
て
決
意
が
表
明
さ
れ

ま
し
た
。

　
第
三
部
の
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
�

池
宇
都
宮
税
務
署
長
は
じ
め
宇
都
宮
税
務

署
幹
部
の
皆
様
に
も
参
加
い
た
だ
き
、
会

員
と
の
交
流
等
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

で
は
﨑
尾
青
年
部
会
長
の
司
会
で
賞
品
抽

選
会
を
執
り
行
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。
全
国
大
会
盛
会
に
向
け
て
役
員

の
結
束
を
強
め
る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

　
７
月
31
日
㈭
に
宇
都
宮
税
務
署
を
訪
問

し
、
本
年
７
月
の
定
期
異
動
に
て
着
任
さ

れ
た
、
新
署
長
�
池
正
一
様
に
ご
挨
拶
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
９
月
５
日
㈮
、
群
馬
県
前
橋
市
内
の
ベ

イ
シ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
、
関
信
青
年

部
会
合
同
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、
前
橋
法
人
会
会
員
で
も

あ
り
ま
す
株
式
会
社
コ
シ
ダ
カ
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
の
代
表
取
締
役
社
長
　
腰
高

博
様
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、「
中
小
企
業

こ
そ
国
の
礎
」
を
演
題
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ラ
ー
メ
ン
店
か
ら
業
態
転
換
を
し
、
前

橋
市
で
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
を
開
業
、
居

抜
で
の
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ
ク
ス
店
開
店
を
手

法
に
効
率
経
営
に
よ
り
店
舗
を
拡
大
、

2
0
0
7
年
に
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
に
株
式
上

場
、
現
在
で
は
カ
ラ
オ
ケ
「
ま
ね
き
ね
こ
」

と
女
性
専
用
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
「
カ
ー
ブ
ス
」

を
全
国
展
開
さ
れ
、
今
も
な
お
海
外
進
出

は
じ
め
拡
大
し
続
け
て
い
る
株
式
会
社
コ

シ
ダ
カ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
の
腰
高
社
長

の
示
唆
に
富
ん
だ
講
演
か
ら
数
々
の
ヒ
ン

ト
と
元
気
を
頂
戴
し
て
き
ま
し
た
。

　
第
二
部
の
懇
親
会
は
前
橋
商
工
会
議
所

会
館
内
の
サ
ク
ラ
に
場
所
を
移
し
て
催
さ

れ
ま
し
た
。
関
東
信
越
国
税
局
幹
部
・
群

馬
県
副
知
事
を
は
じ
め
多
く
の
御
来
賓
と
、

関
東
信
越
国
税
局
内
の
各
地
青
年
部
会
役

員
と
懇
親
を
深
め
、
来
る
10
月
16
日
の
全

国
大
会
と
ち
ぎ
大
会
へ
の
参
加
を
お
願
い

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

関
信
青
年
部
会
合
同
セ
ミ
ナ
ー

宇
都
宮
税
務
署
訪
問

本
部・支
部
役
員
並
び
に
女
性
部
会

・青
年
部
会
合
同
懇
談
会
の
開
催

髙橋会長のあいさつ

青木実行副委員長の決意表明

�池宇都宮税務署長講話八城全国大会実行委員長より概要説明
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女性
部会

平
成
26
年
度（
第
16
回
）の

　
　
　

  

介
護
用
品
完
成
!!

今回も、作品に「宇都宮法人会
女性部会」のタグをつけました。

介護用品作成会（法人会会館２階にて）

今年は７月24日の一日で作品が完成。作品を手に喜びの笑顔

８月４日の贈呈式
臼井部会長から、沼尾院長へ目録贈呈

手
作
り
介
護
用
品
寄
贈

今
後
の
事
業
予
定

一
泊
県
外
視
察
研
修
会

一
期

日

内

容

平
成
26
年
11
月
16
日
㈰
〜
17
日
㈪

福
島
方
面

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
研
修

二

期

日

平
成
26
年
12
月
上
旬
予
定

第
四
回
「
税
に
関
す
る
絵
は
が
き

　
　
　
　コ
ン
ク
ー
ル
」
の
開
催

三

内

容

市
内
三
小
学
校
を
予
定

詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
日
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
７
月
24
日
、
13
時
よ
り
猛
暑
の
中
で
、
女
性

部
会
々
員
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
国
立
病
院
機

構
宇
都
宮
病
院
、
重
度
障
害
児
者
施
設
へ
の

手
作
り
介
護
用
品
作
成
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
年
は
ク
ッ
シ
ョ
ン
（
体
位
交
換
用
枕
）

と
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
の
15
組
セ
ッ
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。
寝
返
り
を
自
力
で
出
来
な
い

方
た
ち
の
為

に
背
中
や
腰

に
入
れ
て
体

の
向
き
を
替

え
る
た
め
に

使
う
そ
う
で

す
。
中
綿
は

洗
濯
が
出
来

て
厚
み
が
薄

く
な
ら
な
い

よ
う
な
物
、

カ
バ
ー
は

病
室
内
が

明
る
く
な

る
よ
う
に

カ
ラ
フ
ル

な
色
や
模

様
を
選
び

ま
し
た
。
カ
バ
ー
も
常
に
洗
濯
し
て
清
潔
を

保
て
る
よ
う
に
フ
ァ
ス
ナ
ー
を
付
け
ま
し

た
。
こ
の
フ
ァ
ス
ナ
ー
が
壊
れ
に
く
い
よ
う

に
と
少
し
大
き
め
の
物
を
選
ん
だ
の
で
ミ
シ

ン
を
掛
け
る
の
に
苦
労
を
し
ま
し
た
が
、
ベ

テ
ラ
ン
の
方
た
ち
が
丁
寧
に
仕
上
げ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
今
年
も
女
性
部
会
の
ネ
ー
ム

を
付
け
女
性
な
ら
で
は
の
可
愛
ら
し
い
作
品

が
出
来
上
が
り
国
立
病
院
機
構
の
方
々
も
喜

ん
で
い
た
だ
け
る
か
と
思
い
ま
す
。
毎
年
大

勢
の
方
に
参
加
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
女
性
部
会
員
は
仕
事
を
持
ち
多
忙
な
中

で
も
、
合
間
を
縫
っ
て
時
間
を
作
っ
て
き
て

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
少
し
で
も
社

会
の
為
に
貢
献
で
き
る
何
か
を
と
そ
れ
ぞ
れ

の
思
い
が
あ
る
か
ら
で
す
。
年
一
度
の
介
護

用
品
作
り
で
す
が
、
今
年
で
16
年
続
い
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
社
会
貢
献
活
動
が
継
続

す
る
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
最
後
に
会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

記
　
社
会
貢
献
委
員
長
　
野
澤
美
由
紀

　
８
月
４
日
に
独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機

構
宇
都
宮
病
院
に
於
い
て
手
作
り
介
護
用
品

の
贈
呈
式
を
行
い
ま
し
た
。
沼
尾
病
院
長
は

じ
め
看
護
師
の
皆
様
に
同
席
し
て
戴
き
今
年

も
会
員
で
手
作
り
し
た
体
位
交
換
用
ク
ッ

シ
ョ
ン
と
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
を
15
組
贈
呈

致
し
ま
し
た
。
毎
年
少
し
ず
つ
介
護
用
品
を

作
り
続
け
て
、

今
年
で
16
年

目
を
迎
え
ま

し
た
。
施
設

も
秋
に
は
新

し
く
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、

贈
っ
た
品
々

は
、
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
無
く
て
は
な
ら
な

い
必
要
な
品
で
あ
る
事
。
一
人
ひ
と
り
が
大

切
に
使
い
毎
日
を
快
適
に
過
ご
さ
れ
て
い
る

様
子
に
、
来
年
も
協
力
を
惜
し
ま
ず
に
出
来

る
範
囲
で
必
要
の
あ
る
物
づ
く
り
を
と
思
う

訪
問
で
し
た
。

　
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
、
限
ら
れ
た
時
間

の
提
供
と
継
続
そ
し
て
、
会
員
の
和
を
繋
げ

て
ゆ
く
大
切
さ
を
感
じ
た
一
日
で
も
あ
り
ま

し
た
。

記
　
広
報
委
員
長
　
小
杉
恵
子

下野新聞掲載
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〈プロフィール〉
ほうずみ・よいち
　日光市生まれ、宇都宮高校、北海道大学医学部卒業、昭和54年
宇都宮市で開業、宇都宮市医師会役員を経て、宇都宮市医師会
長、栃木県医師会長、日本医師会副会長を歴任

医師が語る健康のお話

A Bone Fracture of the Elderly
高齢者の骨折

ほうずみ整形外科内科・小児科医院

宝 住 与 一

高

注
）
骨
に
は
皮
質
と
髄
質
と
あ
り
、
外
側
の

硬
い
部
分
を
皮
質
、
中
央
部
を
髄
質
と
い
い

髄
質
で
血
液
が
つ
く
ら
れ
る
。

　ま
た
、
外
側
の
硬
い
部
分
を
皮
質
骨
、
関

節
の
周
囲
の
ふ
く
れ
た
部
分
を
果
と
い
い
ま

す
が
、
そ
の
部
分
の
中
味
の
ス
ポ
ン
ジ
状
の

部
分
を
海
綿
骨
と
い
い
ま
す
。
外
側
か
ら
の

衝
撃
を
吸
収
す
る
役
目
を
し
て
い
ま
す
。

齢
者
の
骨
折
で
多
い
の
は
、
大
腿

骨
頸
部
骨
折
、
上
腕
骨
頸
部
骨
折
、

手
関
節
橈
骨
遠
位
端
骨
折
の
３
つ
で
す
。

　
転
倒
し
て
歩
け
な
く
な
っ
た
ら
、
殆
ど
高

齢
者
は
大
腿
骨
頸
部
骨
折
で
す
。

　
転
倒
し
て
肩
が
痛
い
、
腕
が
上
が
ら
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
時
は
、
殆
ど
上
腕
骨
頸
部

骨
折
の
場
合
が
結
構
多
い
よ
う
で
す
。

　
手
関
節
を
痛
が
っ
て
腫
れ
て
い
て
２
〜
３

日
経
過
し
て
痛
み
が
と
れ
な
い
場
合
、
手
関

節
の
骨
折
で
あ
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

　
高
齢
者
は
ズ
レ
が
少
な
い
場
合
、
若
い
人

ほ
ど
痛
が
ら
な
い
の
で
、
２
・
３
日
経
っ
て

も
「
歩
か
な
い
」、「
腕
が
上
が
ら
な
い
」 

、「
痛

い
」
と
言
っ
て
い
る
場
合
は
要
注
意
で
す
。

　
こ
の
３
つ
の
骨
折
で
一
番
患
者
さ
ん
も
、

治
療
す
る
方

も
困
る
の
は

大
腿
骨
頸
部

骨
折
で
す
。

　
他
の
２
つ

の
骨
折
は
、

よ
ほ
ど
ズ
レ

が
ひ
ど
い
場

合
以
外
は
、

保
存
的
治
療

（
手
術
し
な

い
）
で
治
り

ま
す
。
上
腕

骨
頸
部
骨
折

は
三
角
巾
で

吊
っ
て
お
け
ば
治
り
ま
す
し
、
手
関
節
の
場

合
は
一
寸
位
ズ
レ
が
酷
く
て
も
、
手
で
合
わ

せ
て
（
徒
手
矯
正
し
て
）、
シ
ー
ネ
固
定
を

す
れ
ば
、
時
聞
が
経
て
ば
治
り
ま
す
。

　
私
が
医
師
に
な
っ
た
頃
は
、
大
腿
骨
頸
部

骨
折
は
殆
ど
全
部
手
術
し
な
い
と
駄
目
と
教

え
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
も
本
質
的
に
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
人
工
関
節
が
一
般
化
す

る
前
は
、
大
腿
骨
頸
部
の
く
び
れ
の
と
こ
ろ

の
骨
折
は
、
大
変
つ
き
に
く
く
、
治
療
に
難

渋
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
は
寝
た
ま
ま
で
１
週
間
も
す
る
と

歩
け
な
く
な
り
、
元
気
だ
っ
た
人
で
も
１
ヶ

月
以
上
も
寝
た
き
り
で
い
る
と
、
元
に
戻
す

の
は
大
変
難
渋
し
ま
す
。
だ
か
ら
、
す
ぐ
手

術
し
て
動
け
る
よ
う
に
す
る
の
が
原
則
で
、

前
述
の
よ
う
な
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

何
故
高
齢
者
は
、
骨
折
し
や
す
く
な
る
か
と

言
い
ま
す
と
女
は
65
才
、
男
は
75
才
を
過
ぎ

る
と
骨
粗
鬆
症
（
オ
ス
テ
オ
ポ
ロ
ー
シ
ス
）

に
半
分
以
上
の
人
は
な
り
、
骨
は
も
ろ
く
な

り
ま
す
。
骨
の
中
の
カ
ル
シ
ウ
ム
分
と
タ
ン

パ
ク
質
（
膠
質
）
が
減
り
も
ろ
く
な
り
、
ね

ば
り
が
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の
上
、
運
動
能

力
の
低
下
で
、
転
倒
し
易
く
な
り
防
御
の
姿

勢
を
と
り
に
く
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
骨
の
皮
質
、
外
側
の
部
分
、
堅
い

所
が
う
す
く
な
る
の
で
余
計
で
す
。
そ
の
上
、

上
記
の
３
ヶ
所
、
大
腿
骨
頸
部
（
特
に
大
腿

骨
と
股
関
節
の
前
の
ふ
く
れ
た
部
分
）、
上

腕
骨
頸
部
、
手
関
節
部
分
は
転
倒
し
た
持
の

衝
撃
を
吸
収
す
る
た
め
に
海
綿
骨
が
多
い
場

所
が
骨
皮
質
が
う
す
く
な
り
高
齢
者
だ
と
殆

ど
な
く
な
っ
て
い
る
。
針
で
刺
す
と
ブ
ス
ブ

ス
骨
を
簡
単
に
刺
せ
る
よ
う
な
状
態
に
な
っ

て
、
そ
の
た
め
骨
折
し
や
す
い
訳
で
す
。

　
ま
た
、
も
と
も
と
高
齢
者
は
他
に
病
気
を

持
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
手
術
は
大
変
で
す

が
、
無
理
し
て
で
も
手
術
を
し
な
い
と
少
し

ず
つ
弱
っ
て
い
き
、
座
し
て
死
を
待
つ
こ
と

に
な
り
か
ね
な
い
の
で
大
変
困
り
ま
す
。

　
と
い
う
訳
で
、
高
齢
者
の
方
は
、
転
倒
骨

折
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
一
番
の

予
防
は
転
ば
な
い
こ
と
で
す
。

　
転
ば
な
い
為
に
は
、
日
頃
、
良
く
歩
く
こ

と
で
す
。
バ
ラ
ン
ス
を
良
く
す
る
、
ま
た
悪

く
し
な
い
の
は
、
歩
行
が
一
番
で
す
。

　
ま
た
、
余
計
な
こ
と
で
す
が
、
歩
く
こ
と

が
一
番
の
ボ
ケ
の
予
防
に
も
な
り
ま
す
し
、

少
し
ボ
ケ
て
い
る
人
は
、
進
行
を
抑
え
ま
す
。

と
い
う
の
は
、
歩
行
は
多
く
の
皆
さ
ん
が

思
っ
て
い
る
以
上
に
、
脳
を
刺
激
す
る
こ
と

に
な
る
か
ら
で
す
。



会員企業間をリンクする
『企業紹介コーナー』への登録のご案内

（http://www.utsuhou.or.jp）

　宇都宮法人会では当会のホームページ上に「企業紹介コーナー」を開設しています。50音順、業種別検索が可能
です。会員企業相互の取引先発掘および企業の業務PR、営業情報の交換等ビジネスツールとしてご活用下さい。
もちろん掲載は無料です。掲載希望の方は、当会のホームページトップの「企業紹介コーナー」より登録できます。

　
創
業
以
来
、
会
社
と
し
て
で
き
る
、
ま

た
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
社
会
貢

献
」
と
は
何
で
あ
る
か
、
考
え
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
結
論
の
一
つ
と

し
て
、私
た
ち
は
、会
社
の
身
の
丈
、即
ち
、

仕
事
や
関
連
し
た
こ
と
で
で
き
る
こ
と
を

選
択
い
た
し
ま
し
た
。

　
環
境
の
改
善
に
よ
っ
て
、
昆
虫
や
微
生

物
等
が
、
医
薬
品
や
食
品
、
そ
れ
ら
に
関

係
す
る
工
場
で
異
物
混
入
を
し
な
い
よ
う

に
管
理
し
て
い
る
会
社
で
す
。
し
た
が
っ

て
、
昆
虫
博
士
や
そ
れ
に
準
ず
る
社
員
が

多
く
、
学
会
や
専
門
機
関
に
、
栃
木
県
で

採
取
し
た
昆
虫
を
発
表
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
の
春
、
気
象
庁
で
は
、
夏
は
冷
夏

で
は
な
い
か
と
発
表
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
に
反
し
て
、連
日
35
℃
前
後
の
猛
暑
、

そ
れ
に
加
え
突
然
の
雷
雨
と
、
あ
た
か
も

東
南
ア
ジ
ア
に
い
る
か
の
ご
と
く
亜
熱
帯

気
候
と
な
り
、
昆
虫
の
世
界
も
変
化
が
生

じ
て
お
り
、今
年
は
、マ
イ
マ
イ
ガ
、チ
ャ

バ
ネ
ア
オ
カ
メ
ム
シ
や
ク
ロ
バ
ネ
キ
ノ
コ

バ
エ
が
異
常
発
生
し
被
害
も
出
て
い
ま

す
。
我
が
家
も
家
庭
菜
園
で
枝
豆
を
作
り

ま
し
た
が
、大
量
の
カ
メ
ム
シ
に
襲
わ
れ
、

発
見
が
遅
く
全
く
豆
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
気
候
や
植
物
等
、
環
境
の
変
化
に
よ

り
昆
虫
た
ち
の
生
態
系
に
影
響
が
出
て
き

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
で
私
た
ち
は
、
茂

木
町
の
「
道
の
駅
」
で
、
今
年
で
７
回
目

と
な
る
茂
木
町
周
辺
で
採
取
し
た
昆
虫
を

中
心
に
、
世
界
の
昆
虫
を
自
由
に
見
学
で

き
る
「
茂
木
夏
の
昆
虫
展
」
や
「
サ
イ
エ

ン
ス
ス
ク
ー
ル
」
を
開
き
、
親
子
連
れ
で

毎
年
2
〜
3
0
0
0
人
の
来
客
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
見
学
を
し
た
子
ど
も
た
ち
の

訪
問
帳
を
見
て
、
昆
虫
に
関
心
を
も
っ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
や
、
環
境
に
よ
っ
て
昆

虫
の
大
き
さ
や
違
い
が
あ
る
こ
と
に
驚
い

て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
矢
板
市
の
県
民

の
森
で
、
夏
の
昆
虫
観
察
会
が
開
か
れ
、

要
請
を
受
け
て
会
社
か
ら
案
内
講
師
を
派

遣
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
は
、
下
野
新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま

し
た
が
、
私
ど
も
か
ら
宣
伝
や
広
告
に
出

し
た
こ
と
は
な
く
、
口
コ
ミ
で
広
が
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
が
、
会
社
が
で
き
る
特
徴
あ
る

社
会
貢
献
の
一
つ
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
し
皆
様
の
中
で
、
昆
虫
展
等
を
考
え
て

お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
　
　
陽
南
幕
田
支
部

　
研
修
委
員
長
　
田
口
志
朗

会
員
の
声

『 
社
会
貢
献 

』
　

　「労働保険（労災保険・雇用保険）」は、労働者の業務上又は通勤途上での負傷などと失業の場合に保険給付を
行うもので、労働者を使用する事業主は法律で加入が義務づけられています。
　まだ、加入手続をされていない事業主の方は、労働基準監督署又は公共職業安定所で加入の手続をしてください。
　詳しくは、最寄りの労働基準監督署又は公共職業安定所にお尋ねください。

労 働 保 険 適 用 促 進 強 化 期 間　11/1～11/30
『１人でも雇ったら、入ろう。労働保険』

栃木労働局総務部労働保険徴収室 電話 028-634-9113
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【講師プロフィール】
1957年大阪府生まれ。小学校の学芸会でエンピツの役を
もらい初舞台を踏む。この事がきっかけになり演劇の道
に進むことに。1974年NHK銀河テレビ小説「おおさか・
三月（みつき）・三年（さんねん）」のウエイトレス役
でデビュー。1993年12月に長女を出産後、イベントや
講演会の出演、TVバラエティー番組に出演するなど、女
優業だけにとどまらずマルチに才能を発揮させている。

秋野 暢子 氏女優・タレント

～美しく健康に生きる～2014年  秋季講演会

平成26年 11月 11日㈫

先着1,600名

TEL.028-648-9466
FAX.028-648-9468

無　料

詳しくはお問い合わせください

栃木県総合文化センター メインホール
宇都宮市本町1-8　電話028-643-1010

日 時

場 所

入 場 料定 員

（公社）宇都宮法人会
〒320-0857 宇都宮市鶴田 2-21-14

●主催／公益社団法人 宇都宮法人会・関東信越税理士会宇都宮支部　●共催／（公財）とちぎ未来づくり財団　●後援／下野新聞社　●協賛／大同生命保険

14:00～15:30（受付13:30）

新
設
法
人
説
明
会

第
31
回
法
人
会

全
国
大
会
と
ち
ぎ
大
会

中
小
企
業
会
計
セ
ミ
ナ
ー

東
ブ
ロ
ッ
ク
県
外
視
察

研
修
会

チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
大
会

人
材
育
成
研
修
会

宇
都
宮
・
気
仙
沼

サ
ン
マ
祭
り

秋
季
講
演
会

　
　
　
　

決
算
期
別
法
人
説
明
会

決
算
期
別
法
人
説
明
会

国
税
局
長
講
演
会

法
人
会
全
国
青
年
の
集
い

秋
田
大
会

東
ブ
ロ
ッ
ク
会
員
研
修
会

新
年
賀
詞
交
歓
会

税
の
百
人
一
首
表
彰
式

法
人
会
会
館

栃
木
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー

法
人
会
会
館

東
京　

　
　
　

宇
都
宮
Ｃ
Ｃ

法
人
会
会
館

ま
ち
か
ど
広
場

　
　
　
　

栃
木
県
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー

二
荒
山
会
館

ベ
ル
ヴ
ィ
宇
都
宮

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

秋
田
市

　
　
　
　

ホ
テ
ル
サ
ン
シ
ャ
イ
ン

東
武
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
デ

法
人
会
会
館

〃

10
月
７
日

16
日

20
日

24
日

27
日

11
日

12
日

19
日

14
日

23
日

１
月
14
日

21
日

12
月
９
日

11
月〜

２
日

１
日

平
成
27
年

主催／公益財団法人 全国法人会総連合
主管／一般社団法人 栃木県法人会連合会

杉尾 秀哉 氏

ＴＢＳテレビ報道局
解説・専門記者室長

13:30

■講師

「日本の行方
　　～政治と経済の
　　　現状分析と展望」

■演題

■受付開始

14:00～15:10
■講演

記 念 講 演

栃木県総合文化センター会 場


